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株式会社 講談社  ＦＲＩＤＡＹ（８月１１日号）の記事について 

 

 

 令和５年７月２８日（金）発行の株式会社 講談社 ＦＲＩＤＡＹの記事内容に

ついて、明らかな事実誤認であり、正確な事実については別添の「質問書につい

てのご回答」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《連絡先》 
貝塚市消防本部 総務課 宇賀 
〒５９７－００８４ 
貝塚市鳥羽１２２番地１ 
ＴＥＬ:０７２－４２２－０１１９（代表） 
ＴＥＬ:０７２－４２２－９２０１（総務課直通） 
ＦＡＸ:０７２－４３３－４６０３ 
E-mail : shobosomu@city.kaizuka.lg.jp 



令和５年７月２６日 

 

講談社 ＦＲＩＤＡＹ編集部 

  様 

 

貝塚市消防本部 

消防長  上野 隆二 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

質問書についてのご回答 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、令和５年７月２５日に送付いただきました貴社の質問書について、下記のとおり

ご回答申し上げます。 

謹白 

  

記 

 

（質問１） 

質問書冒頭において、酒井了市長が「頻繁に」貝塚市消防署へ立ち寄ったとの記述があ

りますが、市長は消防職員と親交を深めるために、昨年夏頃から５回程度、市役所からの

帰路途中に立ち寄ったものであり、頻繁ではありません。 

また、質問１文中「隊員らに見守らせた状態でベンチプレスなどの筋力トレーニングを

行っているとの証言を得ている」との記述についても事実誤認であり、市長は消防職員と

親交を深めるために、職員と同じ時間を共有し気軽に会話をするのに、消防長室や中２階

の倉庫を訪れたものです。そこで、市長は管理職を含めた職員数人と会話をしたり、中２

階の倉庫のトレーニング機器にも触れられたことはございます。 

「このように職員と親交を深めるために消防署に立ち寄り、職員と同じ時間をフランク

な形で共有頂くことは、職員にとって市長を身近に感じ、士気高揚にも繋がり喜ばしいこ

とであり、ぜひ時間がある時にはお立ち寄りいただきたい」旨、消防幹部職員より市長に

お伝えしておりました。 

 

（質問２） 

市長の帰路途中での立ち寄りは、消防職員との親交を深める目的で訪れたものであり、

消防長から市長に対し、「ウエイトトレーニングを頑張って体力維持に努めている職員の存

在を是非知っていただきたい」と進言し、実際に紹介し、会っていただいた経緯がありま

す。  

なお、消防署長ではなく、消防長から市長への進言です。 



（質問３） 

従来より外部などからの問合せに対しては、個々に対応せず窓口を一本化する対応をし

ており、今回、箝口令を敷いた事実はございません。 

 

 

以上 

 

 

 

 

《連絡先》 
貝塚市消防本部 総務課 宇賀 
〒５９７－００８４ 
貝塚市鳥羽１２２番地１ 
ＴＥＬ:０７２－４２２－０１１９（代表） 
ＴＥＬ:０７２－４２２－９２０１（総務課直通） 
ＦＡＸ:０７２－４３３－４６０３ 
E-mail :  




